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少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
市
全
体

の
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
本
市

の
外
国
籍
住
民
は
平
成
21
年
の

１
６
６
人
か
ら
、
令
和
元
年
の

５
６
７
人
と
10
年
で
約
３
・
５
倍

に
増
加
。
市
の
人
口
の
約
１
・
２

㌫
が
外
国
籍
住
民
で
す
。【
図
１
】

　

ま
た
、
令
和
２
年
１
月
現
在
、

宮
崎
県
は
『
外
国
人
前
年
比
増
加

率
』
が
全
国
１
位
で
あ
り
、
本
市

の
外
国
籍
住
民
の
数
は
、
県
内
で

も
宮
崎
市
と
都
城
市
に
次
い
で
３

番
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
続
く
と
考
え
ら

れ
、
外
国
籍
住
民
は
ま
す
ま
す
身

近
な
存
在
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
の
在
留
外
国
人
は
国
籍
別

で
み
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
順
で
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
の
外
国

人
が
増
加
し
て
い
る
一
因
と
し

て
、
企
業
に
お
け
る
外
国
人
技
能

実
習
生
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
「
技
能
実
習
生
」
は
技
術
と
知

識
を
伝
え
、
本
国
に
持
ち
帰
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際

協
力
の
一
環
で
す
が
、
平
成
31
年

４
月
に
は
、
外
国
人
を
労
働
者
と

し
て
受
け
入
れ
る
「
特
定
技
能
」

制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
特
定

技
能
制
度
で
働
く
外
国
人
は
、
よ

り
長
期
的
に
住
む
こ
と
が
可
能
と

な
る
た
め
、
今
後
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
た
企
業
の
外
国
人
採
用
が

進
み
、
私
た
ち
が
外
国
人
と
接
す

る
機
会
も
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

外
国
人
が
日
本
に
住
む
と
き
、

「
言
葉
」「
制
度
」「
心
」
の
３
つ

の
壁
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
誤

解
や
偏
見
か
ら
く
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
外
国
人
を
見
る
と
、
つ
い

身
構
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
壁
を
取
り
払
う
た
め

に
、
簡
単
な
わ
か
り
や
す
い
日
本

語
（
や
さ
し
い
日
本
語
）
で
話
し

か
け
る
な
ど
、
私
た
ち
地
域
住
民

も
相
手
を
理
解
し
、
お
互
い
に
歩

み
寄
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
集

多
文
化
共
生

増
加
す
る
外
国
籍
住
民
の

国
籍
と
背
景

※参照「小林市国際化・多文化共生推進計画」

小林市の外国籍住民の人数【図 1】
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小林市の国籍別外国人の割合【図２】

ベトナム 51 ㌫

中国 17 ㌫

フィリピン
13 ㌫

ミャンマー
9 ㌫

その他
10 ㌫

市
の
外
国
籍
住
民
の
現
状

※
図
１
・
図
２
「
住
民
記
録
外
国
人
国
籍
・
地
域
別
人
員
集
計
表
」
か
ら
作
成

\ 小林市で生活する外国人に聞いてみました /

多文化共生は一方だけの努力では実現しません。国や言葉、文化の違う双方がお互いを認め合い、
理解することが大切です。その積み重ねが持続可能な多文化共生社会をつくります。
いざという時には助け合う隣人として、あいさつなど日頃の交流から始めてみませんか。

思
い
や
り
・
助
け
合
い
の
気
持
ち
は
伝
わ
る

　

自
然
が
豊
か
で
き
れ
い
な
街

で
す
。晴
天
下
の
霧
島
連
山
は
、

風
景
画
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
人
も
優
し
い
方
が
多

い
で
す
。
近
所
の
方
か
ら
花
や

野
菜
を
い
た
だ
い
た
り
、
子
ど

も
と
散
歩
中
に
挨
拶
や
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。し
か
し
、

産
婦
人
科
・
小
児
科
が
少
な
い

な
ど
、
医
療
環
境
に
不
便
さ
を

感
じ
ま
す
。

　

ま
ず
は
言
葉
で
す
。
特
に
学

校
で
習
う
こ
と
が
無
か
っ
た
方

言
な
ど
は
最
初
、
聞
き
取
れ
ず

苦
労
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は

公
共
交
通
で
す
。
私
の
故
郷
で

は
バ
ス
は
ど
の
駅
で
降
り
て
も

一
律
料
金
で
す
が
、
日
本
で
は

降
り
る
駅
で
料
金
が
変
わ
り
ま

す
。
時
刻
表
と
料
金
を
理
解
す

る
の
に
必
死
で
し
た
。

　

中
国
に
は
「
求
同
存
異
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。“
お

互
い
の
相
違
点
を
認
め
、
共
通

点
を
求
め
よ
う
”
と
い
う
意
味

で
す
。
国
籍
や
民
族
が
違
っ
て

も
「
人
間
」
と
し
て
の
思
い
や

り
・
助
け
合
い
の
気
持
ち
は
通

じ
る
と
思
い
ま
す
。

―
日
本
に
来
て
戸
惑
っ
た
こ

と
・
困
っ
た
こ
と
は
？

―
小
林
の
印
象
は
？

―
国
籍
や
民
族
の
違
い
を
認

め
理
解
す
る
た
め
に
は
？

李
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中国出身。大学で日本
語教育を専攻し、卒業
後県内企業に就職。結
婚を機に小林市に移
住。スーパーのアルバ
イトや翻訳業、市の日
本語教室の教師などを
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多
文
化
共
生
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
国
際
社
会
に
開
か
れ
た
誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域

社
会
を
形
成
す
る
た
め
「
小
林
市
国
際
化
・
多
文
化
共
生
推
進

計
画
」
を
策
定
。
ま
た
、
本
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
、“
国

際
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
”
と
“
国
際
交
流
員
”
を
配
置

し
、
国
際
理
解
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
文
化
、
習
慣

を
持
っ
た
人
々
が
互
い
に
尊
重
し
、
共
生
し
て
い
く
多
文
化
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日本語教室で教師
を務める李さん 生活で困っていること心配なこと

　言葉が十分に通じない

　文化や習慣の違い

　災害時の対応

　病院のかかりかた

　育児や教育のこと

日
本
で
の
生
活
を
阻
む

３
つ
の
壁

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文

化
的
違
い
を
認
め
、対
等
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、

共
に
生
き
て
い
く
こ
と

【
多
文
化
共
生
】（
た
ぶ
ん
か
き
ょ
う
せ
い
）

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文

化
的
違
い
を
認
め
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う
と
し

な
が
ら
、
共
に
生
き
て
い
く
こ
と

■

■

■

■

■

◆
市
民
の
国
際
感
覚
の
醸
成

　

国
際
理
解
の
た
め
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
講
座
な
ど
を
実
施
。

◆
外
国
人
市
民
へ
の
支
援

　

外
国
人
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
地
域
日
本
語
教
室
を
実

施
。
ま
た
、
同
じ
地
域
に
暮
ら
す

住
民
と
し
て
日
本
人
市
民
と
外
国

人
市
民
が
お
互
い
に
理
解
を
深
め

円
滑
に
交
流
で
き
る
よ
う
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
外
国
人
市
民
も

積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
画
で
き

る
よ
う
環
境
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

◆
国
際
化
推
進
体
制
の
構
築

　

外
国
人
市
民
の
た
め
に
、
防
災

や
生
活
情
報
に
つ
い
て
「
や
さ
し

い
に
ほ
ん
ご
」
や
多
言
語
で
の
情

報
提
供
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、観
光
・

経
済
分
野
で
の
交
流
拡
大
を
図
る

た
め
の
基
盤
構
築
を
進
め
ま
す
。

■異文化交流
異文化を紹介し、
相互に学ぶ交流

■国際理解教育
国際交流員などの
保育園・学校訪問

■地域社会参画
地域の避難訓練に
外国人市民も参加

■国際化推進体制
担当者が国際化の
取り組みを支援

相手を知ろう！その一歩が多文化共生社会につながる

特
集 多文化共生


